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『理研ニュース』はこうして始まった



日本のレーザー研究は理研で始まった
矢野倉：『理研ニュース』が1968年に創刊されてか

ら、この6月号が通巻300号になります。広報室で

はこれを記念して、レーザー研究をテーマに座談

会を企画しました。なぜレーザーかというと、過去

の『理研ニュース』を調べると、創刊時からレーザ

ー研究に関する記事が大変多いんです。これはレ

ーザーが理研の基幹的な研究技術を担ってきたか

らだと思います。しかも今後、理研のレーザー研究

がさらに発展しようとしています。本日は、その発展

を担う“エクストリームフォトニクス研究推進グルー

プ”のリーダーの方々にお集まりいただき、レーザー

をキーワードに理研の研究の歴史と展望をお話し

いただきたいと思います。緑川先生、まず歴史を振

り返っていただきたいのですが、米国でレーザー

光が最初に発振されたのが1960年。理研ではいつ

ごろからレーザー研究が始まったのですか。

緑川：同じ1960年に霜田光一先生（1960～1982年、

マイクロ波物理研究室）がレーザーの前身となるメ

ーザーの研究を始めて以来なので、とても長い歴

史があります。日本のレーザー研究は、理研から

始まったといっていいと思います。1962年には難

波 進 先生（1966～1976年、半導体工学研究室）が

レーザーによる微細加工の研究を始めています。

そして1970年代の半ばから21年間にわたって、“レ

ーザー科学研究”という大型プロジェクトが行われ

ました。このプロジェクトで、任期制の研究者やポ

スドクを採用する体制、レーザーや分光、化学、半

導体など異分野の人たちが集まって有機的に研究

を進める体制が初めてつくられました。

田原：私は分子科学研究所（愛知県岡崎市）から、

2001年に理研に来ました。ここに来てから、分子科

学分野の偉い先生たちには、長倉三郎先生（1962

～1981年、理論有機化学研究室）の研究室など理

研出身の方が大変多いことを知り、驚きました。

緑川：茅幸二所長（理研中央研究所）も長倉研究室

の出身ですね。私は1983年に理研に入所し、レー

ザー科学研究グループに入ったのですが、そこに

はいろいろな分野の若い研究者がたくさん集まっ

ていました。ここで経験を積んだ人が、その後、大

学やほかの研究所に散っていったんです。このプ

ロジェクトは多くの人材を輩出しました。

川瀬：私は理研のレーザー技術を使ってテラヘル

ツ光の研究を発展させることができましたが、霜

田先生から「日本のテラヘルツ光研究の草分けは

理研なんです」と教えていただくまで、そのことを

知りませんでした。1960年代のサブミリ波レーザ

ーの写真を頂き、大事にとってあります。

余談ですが、私が小学生のころ、父のところに

『理研ニュース』が送られてきていました。その表

紙に載っていた研究本館の写真を見せられて、「将

来、こういうところで研究できる研究者になりなさ

い」と父に言われたのが、すごく印象に残っていま

す。理研に来て最初に研究本館を見たとき、「ここ

だ!」と思ってすごく感動したのを覚えています。

河田：私は1990年代に“近接場ナノ光学”という大

型プロジェクトを始めましたが、そのとき評価委員

をしてくださったのが理研の霜田先生と難波先生
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なんです。理研の2人の先生の指導のもとで、近接

場ナノ光学を立ち上げることができました。

矢野倉：理研のレーザー研究の土壌をつくり上げ

てきたものは、何だったのでしょう。

緑川：私がレーザー科学研究プロジェクトで学ん

だのは、ユーザーに育てられるということです。私

はレーザーを開発する立場ですが、それを利用す

る異分野の人たちが周りにたくさんいると、研究

がすごく発展するんです。

中野：私は生物屋でユーザーの立場ですが、理研

に来て驚いたのは、「こういうものが見たい」とどこ

かで話をすると、「こんな技術があるよ」と気軽に

声を掛けてくれることです。そういう環境にいると、

既存の装置を使うのでなく、「理研独自の装置をつ

くって実験できるはずだ」と思い始めます。それが

緑川さんたちのレーザーのグループと付き合い始

めたきっかけです。

究極の光で生命を見る
矢野倉：エクストリームフォトニクス研究は、何を目

指しているのですか。

緑川：現在、近赤外線から可視光の波長では、技

術が極限にまで達しているといわれています。と

ころが、その波長を少し外れてテラヘルツ光やX

線の波長領域に行くと、途端に光源もないし、計

測装置もないという状況です。そういう未踏の領

域で究極（エクストリーム）の光をつくり、生物のダ

イナミクスなどを見ようとしています（図）。

中野：私たちは「生きている細胞の現象を、原子・

分子レベルで見たい」とずっと言い続けてきました。

生きた細胞の中で遺伝子やタンパク質が働いている

様子をリアルタイムで見ることができれば、これまで

分からなかった謎が解けてしまうのです。1990年代

半ば、GFPという蛍光タンパク質の技術が登場して、

生きている細胞の中で特定のタンパク質を光らせて

見ることができるようになりました。これは生命科学

の革命でした。しかし、高い分解能で現象を見るた

めに、紫外線やX線を使おうとすると、生物が死んで

しまったり、光が水に吸収されて何も見えなくなった

りします。生きた細胞を見るには今のところ可視光

の顕微鏡しかなく、その分解能は可視光の波長の

半分、200nmくらいが原理的に限界だといわれてい

ました。原子・分子レベルでは、電子顕微鏡で固定

した細胞を見るしか方法がなかったのです。しかし

普通の可視光の顕微鏡でも、精度の高い計測をし

てデータ処理をすると、最近では80nmくらいの分解

能で見ることができるようになりました。想像もつか

なかった現象が見え始め、すごく興奮しているとこ

ろです。さらに河田先生の研究は、もっと高い分解

能を達成できることを示しています。

河田：私は可視光を使ってナノの世界を見たり、加

工したりすることを目指してきました。私たちは10nm

の分解能を達成しましたが、像を得るのに時間がか

かるんです。細胞の中の現象はどんどん進んでしま

うので、もっと速い現象を見たいと言われ、最近、金

属のナノ構造を利用した新しい顕微鏡をつくりまし

た。しかしその顕微鏡では細胞の表面しか見えま

せん。今度は細胞の内部を見たいと言われて、今、

その方法を考えているところです。半導体分野など

に比べて、バイオの要求は本当に厳しい（笑）。

中野：高い分解能で現象が見えることで、さらに多

くの疑問が生まれてくる。生命の謎は本当に際限

がないですね。

矢野倉：川瀬先生たちのテラヘルツ光の技術は、覚

せい剤の摘発など、実用化が期待されていますね。

川瀬：きっかけは、理研の一般公開日に横浜税関

の方が遊びに来たことでした。科学警察研究所な

どと組んで研究を進め、封筒の中の薬物が見えるよ

うになったのが約3年前です。10年後には、街にテ
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ラヘルツ光カメラを設置して、ポケットに隠し持った

覚せい剤を摘発できるようになるかもしれません。

矢野倉：もともと、そういう応用を目指していたの

ですか。

川瀬：予想外の展開ですね。私がテラヘルツ光の

研究を始めたのは、大学4年生のときです。以来18

年間、ずっと追いかけているテーマがあります。細

胞膜が1テラヘルツ付近の周波数で共鳴振動して、

生体の活性を支えているという“フレーリッヒ仮説”が

あります。それが本当かどうかを調べたいというモ

チベーションで、ずっと走ってきたんです。それには、

テラヘルツ光の波長を少しずつ変えながら照射し

て、リアルタイムで細胞の状態を計測して共鳴振動を

起こす周波数を見つける必要があります。エクストリ

ームのプロジェクトならば、その実験ができると思い

ます。もしこの仮説を実証したら、間違いなくノーベ

ル賞といわれているんです。本当である可能性が2

～3割だとしても、トライする価値はあると思います。

矢野倉：中野先生は、この仮説をどう思いますか。

中野：うさんくさい、と言ったら川瀬さんがノーベ

ル賞をとったときにまずいかなぁ（笑）。本当だっ

たら面白いですね。確かにテラヘルツ光を使うと、

今まで思ってもみなかった現象が見えてくると思い

ます。それは大きな未知の世界です。

新しい科学は理研文化から生まれる
河田：うさんくさいといわれるテーマを含めて、今

まで誰もできなかったこと、想像もしていなかった

ことにこだわって研究を続けられるのが、理研の

“中央研究所”だと思います。私たちは研究計画を

申請するとき、できそうなことだけを書きますが、

それよりも研究の過程でまったく新しいことが生ま

れることを期待しています。その研究で何ができ

そうか、何に使えそうかを答えている間は、あまり

画期的なものではない。本当にすごいことができ

そうなときには、研究者は黙りますよ（笑）。急に黙

って何も言わなくなったとき、新しいものが生まれ

ていると思ってください。

矢野倉：田原先生は、エクストリームでどのような

ことを目指しているのですか。

田原：研究の目的はとても単純で、今まで見えな

かったものを見ることです。そのための一番簡単

な方法は、今までになかった光を物質に当てるこ

とです。現在、私たちはフェムト秒（10－15秒＝

1000兆分の1秒）という短い時間の光パルスを使っ

て研究しています。

矢野倉：どんな現象が見えてくるのですか。

田原：面白いことが三つあります。一つは光パル

スを使うと、短い時間に起きる非常に速い現象を

見ることができることです。化学反応するときの分

子や原子の変化をリアルタイムで見ることができれ

ば、どのように反応が進んでいるのかを理解するこ

とにつながります。

二つ目は、光パルスは時間単位当たりのエネルギ

ーが非常に高いので、それを当てると分子が普通

とは違った振る舞いをして、「非線形分光」ができる

ことです。例えば、お茶と油を混ぜると、その中に

界面ができて、いろいろな現象が起きます。界面の

反応は産業応用でも重要ですが、何が起きている

のか見ることができませんでした。しかし非線形分

光を使うと、界面の現象だけをとらえることができ

るんです。いずれはこの方法で、生きた細胞の細胞

膜で何が起きているかを見たいと思います。

三つ目は、極限的に短い時間幅の光パルスには

さまざまな色の光が含まれているのですが、アト秒

からフェムト秒の単位でタイミングを少しずつずらし

ながら違う色の光を分子に当てると奇妙な現象が

起きるという報告があります。その現象がなぜ起き

るのか、本当に分からないのです。
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中央研究所の研究室は、誰もやらないことにト

ライするべきです。人が育つのはそういう研究を

しているときだと思います。

河田：このエクストリームのプロジェクトのように、

異分野の研究者が必要なときに集まって“バーチャ

ル・ラボ”をつくり、誰もやっていない研究ができる

機関は、世界的にもあまりないと思います。

田原さんの話で“非線形”という言葉が出てきま

したが、今の科学の大きな課題は、非線形・カオ

ス・複雑系の解明です。非線形は、突然、状況がが

らりと変わる現象ですが、私たちは究極の光を使

って非線形科学を楽しめるようになった。それがこ

のエクストリーム研究の大きな特徴かもしれません。

緑川：私は波長が短いレーザーをつくる研究を続

けてきましたが、一つのゴールは、短い波長のレ

ーザーで非線形現象を起こすことです。非線形現

象を起こすことができれば、その波長のレーザー

は一人前。それには強い光にする必要があります。

約15年かけて、昨年やっと波長30nmの軟X線レー

ザーでアト秒（10－18秒＝1000兆分の1のさらに

1000分の1秒）の光パルスをつくり、非線形現象を

起こすことができました。それを分子に当てると、

やはり従来とはまったく違う反応が起きます。今ま

でそんな光はなかったので、そこで起きる現象は

理論家もまだ研究していません。今後、波長数nm

のX線レーザーをつくり、非線形現象を起こすこと

を目指したいと思います。

中野：数nmのX線には、“水の窓”といって水に吸

収されない波長があります。それを使うと原子・

分子レベルの分解能で生きた細胞を見ることがで

きると、私たちは大変期待しています。この水の

窓は、理研播磨研究所で進めている“X線自由電

子レーザー（XFEL）”でも目指していることです。

緑川：XFELで、波長数nm以下のX線レーザーが

生み出されようとしています。ただし、XFELは非線

形現象を起こしたり、アト秒の光パルスをつくること

が難しいのです。一種類の装置で、何でもできるわ

けではありません。例えば天文学には、X線や赤外

線の天文衛星、可視光の望遠鏡が必要ですよね。

それで宇宙の様子が分かってきます。生命科学も

同じです。テラヘルツ光やX線、可視光では、見え

る現象がまったく違います。それらの情報を統合す

ることで、初めて新しい生命像が見えてくるのです。

矢野倉：新しい科学や技術を生み出すには、どの

ようなことが重要ですか。

緑川：異分野の、違う技術を持った一流の人と交

流する必要があります。幸いにも理研には、周り

に異分野のすごい人がたくさんいます。例えばレ

ーザーの実験にはミラーが必要ですが、私の部屋

の隣には大森 整
ひとし

さんの大森素形材工学研究室が

あり、鏡を磨くことでは世界一です。中央研究所

では、いろいろな人が積極的に交流しようという

雰囲気が昔からあります。

中野：最近では理研も規模が大きくなり、『理研ニ

ュース』を見ても、昔は知っている人ばかりでした

が、今は知っている人を探す方が難しいくらいで

すね。中央研究所の中だけでなく、理研のほかの

キャンパスも含めて交流が広がると、理研全体が

もっと理研らしくなると思います。

矢野倉：そのような交流の大きな核になるのが、レ

ーザー研究ですね。

緑川：ものを見ること、計測することが科学の基本

です。それには必ず光を使います。新しい科学・

技術を生み出すには異分野融合が重要だといわれ

ますが、光あるいはレーザーは、あらゆる分野を

横断する基盤技術です。

矢野倉：『理研ニュース』にも、ますますレーザー

関連の記事が増えそうですね。本日はどうもあり

がとうございました。
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――半導体工学研究室の副主任研究員時代に、「レーザー単

原子層制御結晶成長」で『理研ニュース』1987年の93号に

初めて登場しています。

青柳：理研に入った後、DFB（利得結合型分布帰還型）レ

ーザーの研究を始めました。DFBレーザーをつくるには当

時の極限加工技術を使った高いピッチの回折格子が必要だ

ったので、まず「エシェレット格子」を自らつくりました。

「エシェレット格子」では特許を取得し、理研の特許実施

料で歴代7位となっています。その後、半導体レーザーを

開発するための結晶成長技術「MOVPE（有機金属気相エ

ピタキシー）法」を改良しました。基板にレーザーを交互

に照射し、非常に平
へい

坦
たん

な結晶成長の極限である単原子層を

思い通りに制御しながら成長させるという新手法です。そ

の後、臨床応用に使える小型軟X線レーザー発振装置の開

発を目指しました。

●

――1993年の146号には、エレクトロニクスデバイスの開発

を報告されていますね。

青柳：そのころ、私は理研国際フロンティア研究システム

（1986～1999年）の量子化素子研究チームのリエゾンマネー

ジャーを務めるとともに、レーザー科学研究グループの分子

加工チームを率いて、レーザーの超短パルスを用いた研究

をやっていました。その中で超格子という「構造の極限」の

物性をターゲットにした研究を開始しました。そして、超格

子構造を利用した電子波干渉デバイスと単電子デバイスとい

う、2種類のデバイスを開発しました。
●

――1995年の174号では、“原子スケール・サイエンジニアリ

ング研究をめぐって”という主任研究員3人の座談会に登場

しています。

青柳：ナノサイエンスを理研の大きなプロジェクトにしようと、

当時の青野正和、川合真紀両主任研究員と一緒にサイエン

スとエンジニアリングの概念を融合して、原子1個レベルの

物理現象を解明する「原子スケール・サイエンジニアリング」

という分野を開拓することにしたのです。私は、サイエンス

と工学とを融合してこそ、世の中を大きく変える新しい科学

技術の波をつくり得ると考えています。それが理研における

工学系研究の使命だと、今も思っています。

●

――一番最近の記事が、2000年の229号、“ナノテクノロジー

の最先端・量子ドットから量子コンピュータへ”になります。

青柳：半導体の「発光の極限」に挑んだ報告です。深紫外線

という応用範囲の広い、しかし半導体発光素子としては極

限的に短い波長の光を効率よく発光させるためには、結晶

を量子ドット構造にする必要があります。そこで、ガリウムア

ルミニウムナイトライドという材料を使って、当時不可能と考

えられていた量子ドットを形成する技術を開発しました。量

子ドットの研究は、一方では1995年ごろから提唱され始め

た量子コンピュータに応用できると考え、当時石橋幸治研究

員とともにその研究も開始したのです。これは、現在、石橋

極微デバイス工学研究室に引き継がれています。

●

――最後に、『理研ニュース』に対して何かコメントをいただ

けますか。

青柳：『理研ニュース』は、他の分野の研究が分かりやすく

書いてあり、好感を持っています。多忙な研究者が短時間

で他の分野の記事を容易に理解できるようなもう一工夫があ

ると、もっといいですね。

『理研ニュース』300号の歴史の中で、最も登場回数の

多かった研究者 が、フロンティア研究システム 研究

技術開発・支援チームの青柳克
よし

信
のぶ

チームリーダーだ。

青柳チームリーダーは1972年に理研に入所し、『理研

ニュース』には1987年の93号に初登場してから、ほぼ

2～4年おきに計6本、研究関連記事で登場している。

一連の記事から見えてくるのは、物性研究でさまざま

な「極限状態」を一貫して追求し続けた一人の研究者

の「理研での研究史」である。今回、300号を記念して、

青柳チームリーダーに話を聞いた。

（ 2006年4月現在、在籍者に限る）

極限状態を科学した研究人生
青柳克信チームリーダーに聞く

特別
インタビュー

青柳克信チームリーダー
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理研の“ものつくり”研究の歴史をひもとくと、古くは1918年に立ち上がっ

た大河内研究室にたどり着く。その流れの一部をくむのが牧野内昭武プロ

グラムディレクターが率いる「VCAD
ブ イ キ ャ ド

システム研究プログラム」（2006年4

月発足）だ。牧野内プログラムディレクターは『理研ニュース』が創刊され

た翌年の1969年に理研に入所して以来、一貫してものつくり研究を続けて

いる。現在は、VCADシステム研究プログラムで、現場・現物に密着した日

本のものつくりの計算機による支援を目指し、さらには、この技術を医学

や生物科学研究にも展開しようとしている。「生きた細胞を丸ごとコンピュ

ータの中につくり上げることを目標としています。VCADシステムをその

ための最先端のツールにします」と牧野内プログラムディレクターは語る。

理研で脈々と受け継がれてきた、ものつくり研究の新展開を紹介する。

VCADとは
「ボリュームCAD（VCAD

ブ イ キ ャ ド

）システムとはどうい

うものかを、なかなか皆さんに理解してもらえなく

て……」と牧野内昭武プログラムディレクターは訴

える。「確かに簡単には説明できないのですが、

VCADは、これからのものつくりだけでなく、医学

や生命科学研究を大きく変える可能性を秘めた、

とても重要なツールなのです。まずは、VCADシ

ステムを広く一般に認知してもらうことが、私たち

の大きな課題ですね」

VCADのCADはComputer Aided Design、つ

まりコンピュータを使って設計を行うことである。現

在のものつくりの現場では、コンピュータは不可欠だ。

コンピュータを使った設計、シミュレーション、加工、

測定によって、開発期間は短くなり、コストダウンも

進んだ。しかし現状には大きな問題がある、と牧野

内プログラムディレクターは指摘する。

「別々に開発されたソフトウエアを無理やりつな

げているのです。ソフトウエア間のデータに互換性

がないため、各段階でデータをつくり直さなければ

ならなかったり、変換したときにデータが欠落して

しまうこともあります。その対応に費やされる人手

と時間は膨大です。そこで私たちは、“今までとは

違う発想で新しいものつくりのシステムをつくって

しまえ”と考えたのです」

「今までのCADは、“形ありき”だった」と牧野内

プログラムディレクターは言う。現在はソリッドCAD

が主流だ。3次元の形状を表すことはできるが、実

は皮だけで、中身の情報は持っていない。しかし実

際には、ものは複雑で、内部には構造があり、場所

によって物性も異なる。当然、外形だけでは、もの

を正確に表現したことにはならず、設計、測定、シミ

ュレーション、加工がつながらない根本的な原因に

なっていた。「私たちは、“中身ありき”だと考えた

のです。中身の詰まったものとして表現することで、

設計から加工までを一つのデータで統一的に動か

すことができる。それが、“ボリュームCAD”です

（図1）」（『理研ニュース』2005年3月号参照）

理研がVCADシステムの開発に着手したのは、

2001年4月。「ものつくり情報技術統合化研究プロ

グラム」（2001～2005年度）を立ち上げた。

「私たちが目指したのは、技術を根本的に書き換

えてしまうような、次世代のものつくりの基盤です。

新しいものは、そんなに簡単にできません。それ

でも、私たちが開発してきたVCADシステムのソ

フトウエアには、とてもベーシックで画期的な技術

研 究 最 前 線

牧野内昭武 MAKINOUCHI Akitake
知的財産戦略センター　VCADシステム研究プログラム
プログラムディレクター

VCADシステムの新展開
ものつくりから細胞へ
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が四つほど含まれています。そして、この5年間の

成果の上に、今回、ボリュームCADシステム研究

プログラムが実施されることになりました」

VCADシステム研究プログラムは、7つのチーム

から成り、約30名の研究員が所属する（図2）。

科学と技術をつなげる
VCADシステム研究プログラムの研究課題は、

大きく分けて四つある。VCADシステムの高度化、

VCADシステムの普及、医療分野への展開、生物

研究への展開だ。

「野依良治理事長が提唱する野依イニシアチブの

一つに“世の中の役に立つ理研”があります。直接、

世の中の役に立つのは、科学ではなく、やはり技

術でしょう。科学は知を生み出し、技術は富を生

み出す。科学と技術の間には、ものすごく距離があ

ります」。牧野内グループディレクターは、VCAD

システムは科学と技術をつなげることができる道

具として重要だと考えている（図3）。

「科学とは知ることです。新しい現象を見つけた

ら、その本質を理解したくなります。理解したら、そ

れをもとに次に起こる現象の予測をしたいと思う、

そして、さらには制御したくなります。それが人の本

性、いわば脳が持つ欲望ではないでしょうか。

VCADシステムは、その知的な流れをサポートし

て、科学と技術をつなぐ道具として使えるのです」

VCADシステムの普及に向けて、現在、二つの

方法を考えている。一つは、会員制のVCADシス

テム研究会である。開発したソフトウエアを会員

に使ってもらい、その結果をフィードバックしてもら

うことで、より高機能で使い勝手の良いものにして

いく。現在、33社の企業と大学などの研究者21名

が参加している。

もう一つは、もっと多くの人に使ってもらうことを

目指した、ソフトウエアの公開である。今年7月、

数種類のソフトウエアを公開し、無償でダウンロー

ドできるようにする予定だ。「VCADシステムは、

世界のどこにもない技術です。海外からも注目さ

れることでしょう。反応が楽しみです」と、牧野内

プログラムディレクターは、期待を膨らませている。

しかし、ソフトウエアの公開だけでは、本当に普

及し、実用化されていることにならないと、牧野

内プログラムディレクターは考えている。無償のソ

フトウエアは保証がないため、それを現場で使う

ことには、多くの企業が躊
ちゅう

躇
ちょ

するだろう。普及には、

やはりアフターケアや使い勝手の良いインターフェ

ースを備えた商品化が不可欠だ。

商品化には、各研究チームと普及推進チーム、

そして理研ベンチャーなどの企業が綿密な連携を

取る必要がある。「今までの理研の考え方や方法

とは違うことをしないと、企業とはやっていけない

と思います。理研の知的財産戦略センターの活動

の一つとして、VCADシステムを技術移転のモデ

ルにしたいですね」

生きた細胞をコンピュータの中に
VCADシステム研究プログラムの研究課題につ

いて、牧野内プログラムディレクターはこう語る。

「“医療分野への展開”と“生物研究への展開”は、

まったく新しい課題です。今まではものつくりでし

たが、その技術の上に医学や生物の研究をやって

いきます。それも、研究で終わるのではなく、人の

役に立つところまで持っていきたい」

VCADシステムは、人工物だけでなく、生体を

含めた自然物も扱うことができるのも、大きな特徴

の一つだ。「例えば、人工股関節をつくろうとしたと

き、患者さんの体をCTの測定データからモデル化

し、患者さんに合った人工股関節をその中に設計

し、その動きを調べることができたらいいですよね。

図1 アルミエンジンのVCADモデル

図2 VCADシステム研究プログラムの組織

CT測定データから生成。一つのモデルから、
必要な部分、情報を切り出すことができる。
固体だけでなく、液体も扱うことができる。

鋳造によって
生じるす

．

流体（冷却水）の通る部分

固体部分

知的財産戦略センター

VCADシステム研究プログラム

機能情報シミュレーションチーム

加工応用チーム

生物基盤構築チーム

細胞シミュレーションチーム

加工成形シミュレーションチーム

普及推進チーム

VCADモデリングチーム
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人工物も自然物も同一データ形式のモデルとして

統一的に扱うことができるVCADシステムが、医

学の分野で使われる時代がきっと来るでしょう」

さらに、牧野内プログラムディレクターは続ける。

「これから面白くなると思っているのが、細胞です

ね。“ライブセルモデリング”というテーマで研究を始

めます」。これは、先端的な研究や異分野の融合的

研究の支援を目的とする理研の戦略的研究展開事

業（理事長ファンド）の一つである。理研の6つの研

究所・研究センターの研究者が参加している。

「細胞は、核やゴルジ体、小胞体などさまざまな小

器官が集まって一つのシステムをつくっています。理

研には細胞の研究をしている研究室がたくさんあっ

て、個々の器官や部分に関してはそれぞれが非常

に深く研究しています。どれも世界トップの研究ば

かりです。でも、細胞全体をシステムとして研究する

手段がなく、誰もやっていませんでした」。牧野内プ

ログラムディレクターは、そこに目を付けた。

「VCADシステムを使えば、生きた細胞について、

小器官を含んだ3次元構造や小器官の間の物質移

動などの生命現象を、丸ごとモデル化することが

できるようになると考えています。もちろん、山の

ように課題があります。けれども、理研で次世代の

スーパーコンピュータ（10ペタフロップスコンピュ

ータ。『理研ニュース』2006年4月号参照）の開発

も始まり、道具もそろってきます。チャレンジする

なら今です」

細胞の構造をコンピュータの中に再現すること

は、大きな目標への最初の一歩だ。「コンピュータ

の中に生きた細胞のモデルをつくり上げ、それを

公開していく。世界中の研究者のための研究基盤

ツールとして細胞機能の解明や予測に使われるも

のにするというのが、次の目標です。そうなれば、

機能を制御する、つまり創薬へつなげるという大目

標への道筋も見えてくると考えています」

理研のものつくり研究
牧野内プログラムディレクターが理研に入所した

のは1969年。『理研ニュース』が創刊された翌年だ。

牧野内プログラムディレクターは、当時をこう振り

返る。「そのころは、ものつくりに近い工学系の研究

室が6つもあったんです。理研の歴史をひもとくと、

工学は重要だった。でも最近は、工学の影が薄い

ように感じています。もちろん研究にも時代の流れ

があります。最近、科学研究にはオリジナルな計

測手法や計測装置が重要だという声が理研の研究

者の間からも聞かれるので、再び工学の重要性が

高まってくるのではないでしょうか」

また、「継続は力だと思うのです」と強調する。

「新しいものをつくるためには、一つ一つ積み上げ

て、時間をかけて熟成させていくことが必要です。

5年やったら別のことをやる、それでは、世界最先

端の分野を切り拓くのは難しい。もう少し継続性

を考えないと、理研、ひいては日本の研究が、短

時間で結果の出る課題にどんどん流されていって

しまうのではないかと危惧しています」

では、理研のものつくり研究の未来は? 牧野内プ

ログラムディレクターの答えは明確だった。「VCAD

研究については、前の5年を土台に新たな5年を始

めることができました。7人のチームリーダーのも

とに、意欲を持った優秀な研究者が集まっていま

す。数学、幾何学、力学、計測、ソフトウエアシス

テム、加工、生物科学など実に広い範囲の専門家

たちで、3分の2は前からの継続、3分の1はこの4月

から新しく参加した人です。継続は力。それに新

しい力が加わりました。これからの5年は、大いに

成果が出ると確信しています」

科学を技術につなげる。

それが、われわれのスタンスです。

図3 科学と技術をつなぐ道具としてのVCADシステム

関連情報：
●「生体のモデル化とシミュレーション」『精密工学会誌』2005
年12月号

●加瀬 究「セル（空間分割）を用いた形状表現」『設計工学』
2006年1月号

●特許第3468464号「形状と物性を統合したボリュームデータ
生成方法」

●特願2003-031882「CADを用いた試作過程における協調作
業支援方法」

科学

技術

人間の本性
脳の持つ欲望

つくる

VCADシステム

知る
見つける

理解する

計測

モデル化・定式化

予測する シミュレーション

制御する 最適化・システム化

科学と技術の座標軸
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T O P I C S

当研究所は、科学技術週間（4月17日～23日）に合わせて、和光研究

所をはじめ各所を一般に公開しました。それぞれの研究所ではさま

ざまな催しが行われ、理研の研究内容をアピールするとともに、地域

との交流を深める絶好の機会となりました。

●播磨研究所

播磨研究所は4月23日（日）に、大型放射光施設SPring-8の施設公開に合わせて

一般公開しました。新
しん

竹
たけ

積
つもる

主任研究員（放射光科学総合研究センター）が「X線

自由電子レーザー」について講演し、会場は満席となりました。X線自由電子レ

ーザー試験加速器も初めて一般に公開され、ウイルスが細胞に感染する仕組み

を体験する「細胞の世界 ～君もウイルスになって細胞に感染するのだ!～」や、

蓄積リング棟の理研コーナーなど、世界最先端を走る研究者と研究施設に多く

の人たちが高い関心を示し、大盛況となりました。当日はあいにくの悪天候で

したが、SPring-8施設全体で昨年を上回る約2900名の来場者がありました。

●筑波研究所

筑波研究所は一般公開を4月19日（水）、特別公開を22日（土）に開催しました。今

年は微生物材料開発室の展示も筑波で行うことになり、それに伴って展示スペー

スを拡大し、全体の展示方法や実演コーナーにも工夫を加えました。「研究を支

えるマウスやシロイヌナズナの人類的価値」、「DNAや遺伝子の研究解明の現状」、

「再生医療で注目されている幹細胞」、「ヨーグルトなど身の回りの微生物たち」

などを説明した各ブースではパネルや実物を前に、来場者は研究者の熱心な説明

に耳を傾けていました。また、ペーパークラフトによるDNA工作教室の開催やビ

デオ「遺伝子の謎を追え!」の上映なども行いました。「マウスの毛色のしくみと

遺伝子」のミニ講座、記念写真入りカレンダーの作製なども好評でした。晴天に

も恵まれ、昨年より多い約1100名の来場者がありました。

●和光研究所

和光研究所は4月22日（土）に施設を一般公開しました。各研究室や研究施設では、

体験型の展示やパネルを使い研究内容を紹介しました。講演では、牧島一夫主任

研究員（中央研究所 牧島宇宙放射線研究室）が「地上からでは見えない宇宙」、加

藤礼三主任研究員（中央研究所 加藤分子物性研究室）が「分子でつくる半導体、金

属、超伝導体－新世代電子材料への旅－」と題して最先端の研究を紹介、両講演と

も多くの来場者がありました。小・中学生向けイベントも好評で、「アンモナイトの

キーホルダーを作ろう!」、「科学戦隊“実験ジャー”」などは多くの家族連れでにぎわ

っていました。また、最先端の重イオン加速器施設“RIビームファクトリー”の施設

公開にも多くの人が集まっていました。約6700名の来場者がありました。

理研の研究施設を一般公開

当研究所は7月初旬から、主に研究者を

対象とした新しいホームページと冊子、

『RIKEN
リ ケ ン

Research
リ サ ー チ

』をスタートさせま

す。『RIKEN Research』では、理研の

研究者が公表している数多くの論文の

中から記者発表された論文など、選
よ

り

すぐりの論文について、要約と簡単な

解説を英文および和文で作成し、ホー

ムページで公開します。また、その内

容の一部を抜粋して毎月、冊子（英文の

み）で発行します。今回の試みは、野依

良治理事長が提唱する野依イニシアチ

ブの中の“見える理研”の一環として、

理研の研究成果のいっそうの普及と理

研の認知度の向上を目的としています。

ご期待ください。

理研の新しい広報媒体『RIKEN Research』

http://www.rikenresearch.riken.jp

お知らせ：横浜研究所 一般公開 6月24日（土）
10：00～17：00（入場は16：30まで）
横浜研究所 研究推進部 総務課
TEL：045-503-9110
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当研究所は研究活動の活性化のため、

「文化向上」に取り組んでいます。その

一環として、東京芸術大学の米
よね

林
ばやし

雄一教

授の彫刻「微航音」と櫃
ひつ

田
た

伸也教授の油

絵「通り過ぎた風景」を、和光研究所の

RIBF実験棟の1階ロビーに展示しまし

た。昨年12月に野依良治理事長出席の

もとで行われたお披露目式で、両教授

による自作の紹介がありました。「微航

音」は空間への広がりを表現した作品、

「通り過ぎた風景」は少年時代の記憶に

残る交差する道、池などをイメージした

作品です。今後、東京芸術大学と協力し、

共同研究の実施、セミナーの開催、学生

の作品の展示などを計画しています。

RIBF実験棟に美術作品を展示

「微航音」米林雄一教授 作 「通り過ぎた風景」櫃田伸也教授 作

放射光科学総合研究センター
新チームリーダー紹介

新しく就任したチームリーダーを紹介します。
1.生年月日　2.出生地　3.最終学歴　4.主な職歴　5.研究テーマ　6.信条　7.趣味

分子シグナリング研究チーム

山下 敦子（やました　あつこ）
1. 1970年12月29日　2.京都府　3.京都大学

大学院農学研究科博士課程　4.理化学研究所

研究員、コロンビア大学 博士研究員　5. X線結
晶構造解析によるタンパク質の機能解析　6.や

ってみる　7.チョコレート製品の開拓

X線構造解析研究チーム
小田 俊郎（おだ　としろう）
1. 1964年8月10日　2.神奈川県　3.名古屋大

学大学院理学研究科博士課程　4.理化学研究所

先任研究員　5.アクチン周りの構造生物学　6.

想像のすすめ　7.音楽鑑賞

機能解析第1研究チーム
新海 暁男（しんかい　あけお）
1. 1963年5月8日　2.東京都　3.東京大学

大学院農学系研究科博士課程　4. 理化学研

究所 先任研究員　5.高度好熱菌における転写

制御機構の解明　6.七転び八起き　7.子供と遊

ぶこと

機能解析第2研究チーム
海老原 章郎（えびはら　あきお）
1. 1972年2月27日　2. 茨城県　3. 筑波大

学大学院農学研究科博士課程　4. 理研放射

光科学総合研究センター 連携研究員　5.分

子の立体構造に基づいた細胞内システムの理解

6.運・鈍・根　7.言葉について考えること

『理研ニュース』300号記念特集号、発刊に際して

『理研ニュース』が“300号”を迎える。1968年（昭和43年）に創刊、休刊の一時期も

あったが、四半世紀以上も綿 と々続いてきた。その間理研は大きく変貌
へんぼう

し、人員も

組織も当時とは比較にならないほど大きくなった。そして、広報を取り巻く環境も大

きく変化した。2003年（平成15年）に独立行政法人になったこと、またそれと同時に

就任した野依良治理事長が「見える理研」を標榜
ひょうぼう

したこと、さらに国も研究所の説

明責任や科学への理解増進活動の必要性など広報活動の重要性を説いている。

ここまで『理研ニュース』が続いてきたという事実は重要だ。多くの読者に支えられ、

また多くの先人の苦労を思う時、“300号”は記念すべき一里塚ではあっても通過点

にすぎない。今また、より良い『理研ニュース』のために、気持ちを新たにしたい。

広報室長　矢野倉 実

『理研ニュース』創刊当時の理研（和光）
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『理研ニュース』はこうして始まった

――『理研ニュース』の創刊号は

1968年、特殊法人10周年を記念し

て発行されています。当時の理研

はどんな雰囲気でしたか?

宮川：私が理研に入ったのは1959

年でした。1958年に株式会社 科学

研究所から特殊法人 理化学研究所になり、「昔の理研の栄

光を取り返そう」という動きがあって、それに関連した方か

ら「理研で働いてみないか」と勧められ、理研に勤めるよう

になりました。当時は、戦前に比べると、研究所としてのポ

テンシャルは総合的には低かったと思うんですよね。特殊法

人化するときには、田中角栄氏がいろいろ活動したとか、議

員立法で理研法をつくったとかさまざまな逸話があります。

そういう状況で特殊法人理研が発足して、一番力が入った

のが、研究所の駒込から和光市への移転でしたね。特に当

時の副理事長、坂口謹一郎先生は「いずれ世界の理研にな

るんだから、そのためには10万坪の土地が必要だ」と言われ

た。当時、駒込は1万坪あったかないかです。「移転するのに

10万坪も必要とは何事か!」と言われたりして（笑）。

――当時から世界が射程に入っていたんですね。それから

10年後、いよいよ『理研ニュース』の誕生となるわけですが。

宮川：今と違って研究所の広報活動に対して理解がなく、反

対する人だっていたくらいです。サイエンスは、研究者の自然

に対する好奇心が基本で、人に宣伝することじゃないと（笑）。

――雰囲気が変わったのは、ここ10年くらいでしょうか。

宮川：研究活動そのものが社会と切り離せなくなってきた。

税金を使わせてもらっている以上、一般の人々の理解も得

なくてはならない。そういう考え方が前面に出てきて、今や

それが常識になっていますね。

――『理研ニュース』創刊時の制作体制は?

宮川：私一人でやっていたようなものです。誰かいたかなと

思い返してみても、いないんですよね。最初の数号は、もっぱ

らひな型づくりでした。創刊号で“バ

ンデグラフ型加速器”を取り上げて、

私たちを含めた「素人のレベルに分

かるかな」という思いで書いて、研

究者に持っていっては、「これは全然

違う」、「ここはこう書いたらどう」と

か議論しながら走りだした感じです。

――最初の10号までは、今の“研究最前線”に相当する記事

は無署名になっていますね。

宮川：ひな型として私がまとめていましたから、文責を研究

者にはしませんでした。しかし、それを先生方に見せれば

「なるほど、こんな程度か」と、書きやすくなるわけです。書

いてくれる人がいれば幸いだし、いなければ記事書きする。

そのうちに、だんだん種切れになってきて（笑）。

――最初の約3年間は月刊で出されています。その後、しば

らく休刊に。原稿集めのご苦労は?

宮川：いくらでもありますよ。その苦労が嫌になって休刊す

ることになったんでしょう。『理研ニュース』の発行は必須の

仕事ではなかったんです。「原稿集まりませんよ」と言えば、

「じゃあ仕方ないか」という雰囲気でした。

『理研ニュース』9号（1969年6月号）の“ウラン濃縮に関す

る研究”は遠心分離法ですが、最初は理研で大山義年先生

のグループが実験していました。その後、動燃事業団に技

術移転され巨大プロジェクトに成長し、実用化されます。理

研の実験はほんの入り口ですから、だんだん実験の規模が

大きくなるにつれて理研の“理”の字も出てこない。そこを

あえて書いたら、坂口先生がわざわざ手紙をくれて、「研究

でも技術でも、非常に原初的な実験や研究で、後に世に広

がっていったものが、理研には結構ある。それを世の中に

理解してもらうには、自らニュースとして発信することが大切

です」と、お褒めの言葉をもらって、あらためて気合が入っ

たことを覚えていますね。

宮川壽夫
MIYAKAWA Kazuo

理化学研究所 元理事
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